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船通山頂上付近では、春の日差しが強くなる４月下旬から５月初旬にカタクリが薄紫色の可憐な花を咲かせます。カ
タクリはユリ科の多年生草で、古名をカタゴトといい「かたむいた籠状の花」という意味です。県内でも船通山のよ
うな群生は珍しく、この時期になるとカタクリを観賞しに多く登山客が訪れます。（15ページに関連記事）

船通山のカタクリ （奥出雲町）
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●会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について
　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任用職員の給与、
費用弁償等について定めるため、条例を制定しました。
●�地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
備に関する条例の制定について

　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（会計年度任用職員制度）の施行及び成
年被後見人制度の利用の促進に関する法律（成年被後見人制度改正）の施行に伴い、関連条例（９
本）を改正するため、条例を制定しました。
●職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　令和元年人事院勧告等の状況を踏まえて、職員に対して支給する給料及び諸手当について所
要の改正をしました。また、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（会計年度任
用職員制度）及び成年後見制度の利用の促進に関する法律（成年被後見人制度改正）の施行に
伴い、所要の改正をしました。
●一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
　令和元年人事院勧告等の状況を踏まえて、特定任期付職員（弁護士等）に対して支給する期
末手当について所要の改正をしました。
●令和元年度雲南広域連合一般会計補正予算（第２号）
　既定額に歳入歳出4,775千円を追加し、総額を1,760,707千円としました。
　【主な内容】・人件費　　　　　　　　　　　　3,950千円
　　　　　　・財務システム改修整備事業	 	 825千円
●令和元年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算（第２号）
　既定額に歳入歳出374千円を追加し、総額を8,253,498千円としました。
　【主な内容】・人件費	 	 	 	 106千円
　　　　　　・一般管理事業		 	 	 268千円
●監査委員の選任につき同意を求めることについて
　元飯南町職員の杤木博文氏が監査委員に選任されました。

　令和元年12月24日、令和
元年12月雲南広域連合議会
定例会を開催しました。
　この議会には次の議案を提
出し、いずれも原案のとおり
同意・可決されました。

令和元年

12月
定例会議 会報告

雲南広域連合

議決された事項
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令
和
２
年
２
月
雲
南
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
令
和
２
年
２
月
雲
南
広
域
連
合
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
速
水
広
域
連
合

長
は
広
域
連
合
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
所
信
の

一
端
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　

 

広
域
連
携
事
業
に
つ
い
て

　

国
は
、
昨
年
12
月
、
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
創
生
の
深
化
に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
２
年

度
を
初
年
度
と
す
る
今
後
５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
方
向
性
等
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
こ
の
中
で
「
観
光
」
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
原
動
力
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

雲
南
広
域
連
合
に
お
い
て
も
第
２
期
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
関
係
市
町

と
連
携
し
な
が
ら
雲
南
地
域
の
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、「
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
道
の
駅
」
に

お
け
る
観
光
情
報
の
発
信
、
雲
南
周
遊
型
観
光
事
業
「
道
の
駅
・
温
泉
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
の
メ
デ
ィ
ア
対
策
と
し
て
、
新
た

に
映
画
や
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
地
候
補
の
情
報
提
供
の
た
め
、
台
帳
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
宿
泊
費
や
貸
切
バ
ス
の
助
成
を
継
続
し
、
雲
南
地
域
へ
の
誘

客
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、「
第
４
次
雲
南
広
域
連
合
広
域
計
画
」
及
び
「
雲
南
地
区

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
」
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
た
め
、
新
た
な
今
後
５
年
間
の
計

画
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
関
係
市
町
の
施
策
と
整
合
を
図
り
、
雲

南
圏
域
の
総
合
的
、
一
体
的
な
振
興
・
発
展
に
向
け
た
計
画
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
　

  

消
防
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
中
の
災
害
出
動
状
況
は
、
火
災
が
２
６
件
で
対
前
年
10
件
の
減
少
、
救
急

に
つ
い
て
は
２
，３
８
８
件
に
出
場
し
、
同
じ
く
22
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
に
搬
送
し
た
傷
病
者
は
２
，３
０
８
人
で
、
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

１
，７
７
２
人
で
あ
り
、
76
・
８
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
搬
送
人
員
は
１
４
７
人
で
、
対
前
年
42
人
の
増
加
、
救
助

出
動
は
69
件
で
、
対
前
年
１
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
防
災
機
関
と
し
て
、
一

層
の
職
員
資
質
の
向
上
を
図
り
、
住
民
の
負
託
に
応
え
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　

  

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
奥
出
雲
町
亀
嵩
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
順
調
に
進
捗
し
て
お

り
、
３
月
中
旬
に
は
完
了
の
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
施
設
が
認
知
症
介
護
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
年
度
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
基
礎
調
査
と
し
て
在
宅
介
護
実
態

調
査
を
実
施
し
、
ご
家
族
の
介
護
状
況
の
把
握
や
介
護
予
防
な
ど
に
対
す
る
意
見
の
聴

取
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
所
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
独
居
高

雲
南
広
域
連
合
長
所
信
表
明
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●雲南広域連合下水道事業の設置等に関する条例の制定について
　雲南広域連合の下水道事業に地方公営企業法を適用することから、必要な事項を規定する条例
を制定しました。

　令和２年２月20日、令和
２年２月雲南広域連合議会定
例会を開催しました。
　この議会には次の議案を提
出し、いずれも原案のとおり
可決されました。

令和２年

2 月
定例会議 会報告

雲南広域連合

議決された事項

齢
者
の
増
加
や
介
護
人
材
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
次
期
計
画
の
策
定
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
消
費
税
等
の
税
率
改
正
に
伴
い
実
施
し
て
い
る
第
１
段
階
か

ら
第
３
段
階
ま
で
の
介
護
保
険
料
軽
減
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
軽
減
幅

を
拡
大
し
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

 

下
水
道
事
業
及
び
し
尿
処
理
事
業

　

下
水
道
事
業
と
し
て
運
営
し
て
い
る
汚
泥
共
同
処
理
施
設
「
雲
南
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
」
に
お
き
ま
し
て
、
令
和
２
年
度
は
、
圏
域
内
の
生
活
排
水
に
係
る

汚
泥
４
万
５
，０
０
０
ト
ン
を
処
理
す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

安
定
的
か
つ
効
率
的
な
施
設
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
を

適
用
し
、
企
業
会
計
方
式
に
よ
り
会
計
処
理
を
行
い
ま
す
。
公
営
企
業
会
計
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
経
理
内
容
の
明
確
化
及
び
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
よ

り
一
層
の
経
営
の
効
率
化
と
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

 

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
各
会
計
の
予
算
は
、
一
般
会
計
が
14
億
３
，３
０
０
万
円
余
、

介
護
保
険
特
別
会
計
が
79
億
７
，０
０
０
万
円
余
、
下
水
道
事
業
会
計
が
下
水

道
事
業
費
用
３
億
７
，４
０
０
万
円
余
の
規
模
で
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
も
の
の
ほ
か
、
一
般
会
計
に
お
い
て
高

規
格
救
急
自
動
車
及
び
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
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●職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について
　総務省通知に基づき、会計年度任用職員の服務の宣誓の方法の規定について、所要の改正をし
ました。
●雲南広域連合監査委員条例の一部を改正する条例について
　地方自治法の改正に伴い、条項の整理を行うための所要の改正をしました。
●令和元年度雲南広域連合一般会計補正予算（第３号）
　既定額から歳入歳出15,220千円を減額し、総額を1,745,487千円としました。
　【主な内容】
　　・消防費等の精算による減
●令和元年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算（第３号）
　既定額から歳入歳出51,669千円を減額し、総額を8,201,829千円としました。
　【主な内容】
　　・保険給付費、地域支援事業費等の精算による減
●令和元年度雲南広域連合下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　既定額から歳入歳出2,000千円を減額し、総額を284,529千円としました。
　【主な内容】
　　・下水道事業費の精算による減
●令和２年度雲南広域連合一般会計予算
　予算額　1,433,989千円　　対前年	△175,032千円（△10.8%）
　【主な内容】（詳細は、6ページ）
　　・うんなん観光振興事業　　　　　　11,500千円
　　・高機能消防指令センター整備事業　68,780千円
●令和２年度雲南広域連合介護保険特別会計予算
　予算額　7,970,186千円　　対前年	△27,338千円（△0.3%）
　【主な内容】（詳細は、6～7ページ）
　　・保険給付費　	7,323,243千円
　　・地域支援事業	　459,887千円
●�令和２年度雲南広域連合下水道事業会計予算（令和2年度から地方公営企業法
の財務規定等を適用）

　〈収益的収支〉
　　下水道事業収益……365,468千円
　　下水道事業費用……374,211千円	 　　純損失　8,743千円（現金ベースでは黒字）
　〈資本的収支〉
　　資本的収入………………			0千円
　　資本的支出…………20,124千円	 　　補填財源　20,124千円
　【主な内容】　（詳細は、7ページ）
　　・営業費用　352,298千円
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雲南広域連合当初予算の概要
予算額は1,433,989千円で、前年度当初予算と比べて、175,032千円（約10.8％）の
減額となりました。

予算額は、7,970,186千円で、前年度当初予算と比べて27,338千円（約0.3％）
の減額となりました。

【歳　入】主な財源
　構成市町負担金1,346,314千円があります。前年度対比27,807千円の増額（２.１％増）

【歳　出】主な使い道
総務費　98,617千円

　　　 一般管理費……  76,329千円 ・人件費（再任用職員･一般職員･任期付職員･派遣職員）
・総務管理事業（人事評価制度整備事業）ほか

文書広報費……… 1,803千円　・広報誌印刷費、ホームページのサーバー保守管理費ほか
財産管理費……… 4,261千円　・庁舎管理費ほか
企画費………… 15,815千円　
・企画事業…事務費ほか
・雲南の地酒で乾杯推進事業…地酒の普及と消費拡大に関する事業
・うんなん観光振興事業
　インバウンド事業…訪日団体旅行誘客促進事業（宿泊助成等）など
　うんなん観光ＰＲ事業…県外でのイベント参加と主催事業による観光ＰＲ
　観光情報誌作成・設置事業…広域的な観光情報誌等の提供
　観光情報説明会事業…県等主催の観光情報説明会に参加しての情報発信
　うんなん周遊型観光事業…道の駅・温泉スタンプラリーなど
　モニターツアー事業…メディア等への雲南地域の観光素材や情報の提供

消防費　1,119,010千円
　　　 常備消防費……1,003,624千円 ・人件費（一般職員）　・出動関係需用費等（燃料・消耗品・資機材等の

整備等）　・庁舎、車両関係役務費、委託料等　　
　　　 消防施設費……　115,386千円　・高規格救急自動車整備事業　・警防活動維持管理事業（隊員防火装備

品更新等）・消防庁舎整備事業　・高機能消防指令センター整備事業

【歳　入】主な財源
　介護保険事業のうち、保険給付費及び地域支援事業費の50％は、国、県、市町が負担し、残りの50％を介護保険
料で賄っています。介護保険料は、40歳以上の方に納めていただき、40歳から64歳の方は27％を負担（医療保険料
と併せて納めていただいています。）、65歳以上の方は23％の負担をしていただくこととなっています。
　その他、総務費等の費用は、概ね市町が負担しています。

令和２年度
一般会計予算　
（単位：千円）

一般会計

介護保険特別会計

令和２年度令和２年度

歳 入

議会費 1,296（0.1%）

総務費
98,617
（6.9%）

民生費
82,585（5.8%）

消防費
1,119,010（78.0%）

公債費
130,479
（9.1%）

諸支出金
2（0.0%）

予備費 2,000（0.1%）

歳 出

市町負担金
1,346,314（93.8%）

使用料及び手数料
2,542（0.2%）

国庫支出金
41,093
（2.9%）

県支出金20,546（1.4%）

財産収入 5,043（0.4%）
寄付金 1（0.0%）

繰越金 2（0.0%）
繰入金16,201（1.1%）

諸収入
2,247（0.2%）



7 広報 うんなん　春号Vol.51

令和２年度から、下水道事業へ地方公営企業法の財務規定を適用し、下水道事業の会
計を公営企業会計として経理します。
雲南市、奥出雲町、飯南町の下水汚泥等を雲南クリーンセンターで共同処理します。

下水道事業会計

保健福祉事業費　12,898千円 

地域支援事業費　459,887千円 

総務費　170,872千円

介護人材確保育成事業　………………… 2,750千円
電子機器システム費 ……………………12,002千円
介護保険料の徴収費 …………………… 4,021千円

介護認定審査のための費用………………
事業計画審議会等の費用 …………………

38,550千円
4,102千円

　要支援者等を対象とした訪問介護や通所介護に要する費用や介護予防事業の費用及び地域包括支援センターの
運営、在宅医療・介護連携の推進、認知症施策の推進、生活支援コーディネーターの体制整備などの費用です。

　被保険者のみなさん全体を対象にした、地域支援事業以外の介護予防事業、自立支援事業に係る費用です。

　介護保険料の賦課、要介護認定審査に係る費用、介護保険電子機器システムに係る費用、介護人材育成に係る
費用、事務費や人件費等です。

雲南市・奥出雲町・飯南町からの
負担金等　281,188(76.9%)

長期前受金戻入
（補助金等対象償却
資産減価償却費見合分）
77,387（21.2％）

その他　6,893(1.9%)

【収支】△8,743千円　※現金ベースでは、赤字となっておりません。

収 入

収入　365,468千円 支出　374,211千円

【収支】△20,124千円　※引継現金、過年度損益勘定留保資金で補填します。

資本的収支 収入　0千円 支出　20,124千円（企業債償還元金）

汚泥処理費
260,222(69.5%)

減価償却費

103,417
(27.6%)

その他　10,572(2.8%)

支 出

（単位：千円）

令和２年度
介護保険
特別会計予算　

（単位：千円）

令和２年度
下水道事業
会計予算　

【歳　出】主な使い道
保険給付費　7,323,243千円
　要介護(支援)認定者が介護保険サービスを利用したときに係る費用のうち、本人が負担する部分（１割から３
割）を除いた部分（７割から９割）のことで、雲南広域連合が負担する費用です。

居宅サービス費 …………………………………………… 2,328,032千円
地域密着型サービス費 …………………………………… 1,739,837千円
施設サービス費 …………………………………………… 3,238,374千円
市町村特別給付費 ……………………………………………… 17,000千円

収益的収支

保険料（第１号
被保険者保険料）
1,396,610｠
(17.5%)

分担金及び負担金
1,152,773｠
(14.5%)

使用料及び手数料
1(0.0%)｠

国庫支出金
2,100,062｠
(26.3%)

支払基金交付金
（第2号被保険者

保険料）
2,046,633｠
(25.7%)

県支出金
1,146,775｠
(14.4%)

財産収入 232(0.0%)｠
繰入金 127,083(1.6%)｠

繰越金　1(0.0%)
諸収入　16(0.0%)｠

歳 入

総務費
170,872(2.1%)｠

7,323,243
(91.9%)

保険給付費

基金積立金
232(0.0%)｠

地域支援事業費
459,887(5.8%)｠

保健福祉事業費12,898(0.2%)｠
公債費 741(0.0%)｠

諸支出金1,313(0.0%)｠
予備費1,000(0.0%)｠

歳 出



地域づくり研修会を
開催しました

地域づくり研修会を
開催しました

　令和元年10月２日、雲南市三刀屋文化体育館アスパルにおいて約110人の方にご出席いただき、
雲南広域連合設立20周年記念式典を開催しました。
　記念講演では、早稲田大学の宮口侗

としみち
廸名誉教授に、「あらためて考える農山村の価値と広域連合」

と題してお話いただき、過疎地域が担っている役割の重要性について改めて認識することができま
した。
　記念式典では、速水雄一広域連合長が「これからの雲南地域のさらなる一体的振興を目指し、
広域連合がその中心的・先導的な役割を果たしていく」と式辞を述べたほか、2011年８月から
2019年８月まで雲南広域連合選挙管理委員会委員長を務めていただいた青木征

まさ
温
はる
氏に感謝状を贈

呈しました。また、「20年のあゆみと今後の展望」と題したVTRも上映し、これまでの取り組みを
振り返りました。
　20周年という節目を迎え、今後の広域連合の担う役割を再認識し、職員一同、心を新たにした
ところです。

雲南広域連合設立20周年記念式典を開催しました

　令和元年11月27日に、地域づくり研修会を開催しまし
た。今回の研修は、国籍や民族などの異なる方々が、お互
いの文化的違いを認め合い、地域社会でともに生きていく
ために、どのように多文化共生に取り組むか考える機会と
して、「多文化共生の現状と課題　～地域でともに生きて

いくために～」をテーマに、雲南市、奥出雲町、飯南町の行政職員を対象に、公益財団法人しまね国
際センターより仙田武司氏をお迎えし、講演をいただきました。１市２町には、多くの外国人の方が
在住されており、住居、教育、労働、医療・保健・福祉、災害など多岐にわたる課題があります。
　講師のわかりやすい講演のほか、外国人住民の参加によるフランクなミニ座談会も合わせて開催し、
テーマについて、理解を深めることができました。
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広島県の道の駅、サービスエリアで観光ＰＲ

島根ふるさとフェア2020が
開催されました
島根ふるさとフェア2020が
開催されました

　１月18日（土）、19日（日）に広島グリーンアリーナ、中央公園
周辺で「島根ふるさとフェア2020」が開催されました。
　このフェアは、広島県の方へ島根の魅力を発信し、両県の一層の交流促進を図る目的で、毎年開催
されています。今年は天候にも恵まれ、二日間で17万３千人の来場があり、盛況に開催されました。
　今年のテーマは「ご縁も、美肌も、しまねから。」で、来場されたお客様は、雲南地域の温泉など
の説明を興味深く聞いておられました。特産市や屋台村には、雲南地域からはそばや日本酒、舞茸な
ど29団体の出展があり、来場されたお客様から好評を得ました。アリーナでのステージコーナーでは、
雲南市、奥出雲町、飯南町の特産品や観光のＰＲコーナーをたくさんの方が観覧されました。正面入
り口前でウエルカム握手を行った奥出雲町の「すさのおくん」、飯南町の「い～にゃん」は子どもた
ちに大人気でした。

　うんなん観光ネットワーク協議会（雲南広域連合内）では、令和元年８月17日(土)、18日(日)
に道の駅みはら神明の里、10月26日(土)、27日(日)に山陽自動車道 福山サービスエリアで観光

すさのおくん

い～にゃん

や特産品のＰＲを行いました。施設を利用さ
れる方に観光情報の説明をし、パンフレット
の配布、パネル展示などをして、「中国やま
なみ街道」尾道松江線の無料区間や雲南地域
のＰＲを行いました。福山サービスエリアで
は、舞茸やジビエ料理などの販売も合わせて
行い、雲南地域の魅力を発信しました。
　雲南地域によく訪れて、観光などをされる
という方もおられましたが、一方で、地元の
方でも尾道松江線に無料区間があることや、
以前より短時間で行くことができるように
なったことなどを知られない方もおられ、こ
れからも引き続き雲南地域のＰＲを進めてい
きます。

福山サービスエリアにて

道の駅みはら神明の里にて

9 広報 うんなん　春号Vol.51



広報 うんなん　春号Vol.51 10

　２月10日（月）雲南地域でケアマネジメントに係わる職員を対象に、一層の制度理解と適正
なマネジメントの推進を目的とした研修会を開催しました。�
　当日は、管内の居宅介護事業所、地域包括支援センターのケアマネジャーを中心に70名あま
りの参加がありました。�

　第１部では全国各地で研修講師をされてい
る一般社団法人あたご研究所の後藤先生から
「活きたケアプランにするために～ケアマネ
ジャーの立ち位置を再確認～」と題して講演
をいただきました。
　改めて高齢者支援におけるケアマネジメン
トのあり方や介護保険制度に対する理解を深
めました。

〈参加者の感想〉
　・初心に帰る良い機会となり、プランを見直す良いきっかけとなった。
　・アセスメント表の記入方法や担当者会の持ち方に工夫が必要である事を再認識した。

　第２部は事例発表とグループワーク。
　神戸市であんしんすこやかセンター（地域
包括支援センター）を委託により運営してい
る社会福祉法人駒どりの柳田先生と安田先生
から「退院前後の支援」の事例発表。併せて
ケースワークによる課題の抽出・支援の方針
についてグループワークを行いました。

〈参加者の感想〉
　・同職種の方と考え、自己の振り返り、考え方の方向性が確認できた。
　・いろいろな視点で見ることができた。視点の大切さを忘れないようにしたい。

　介護保険制度は年々複雑になってきていることを踏まえ、雲南広域連合では、今後も介護関係
者の人材育成と資質向上のため、研修会等を開催していく予定です。�

介護保険介護保険介護保険介護保険
情報コーナー情報コーナー

ケアマネジャー向け研修会を開催しました！
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　例年島根県福祉人材センター主催による、雲南会場の「福祉・保育のお仕事相談会＆面
接会」が、令和２年度は年４回の定期開催となります。福祉職場への就職を希望している
方や関心がある方、これから福祉の仕事をしてみたい方、どなたでもご参加いただけます。
会場には福祉事業所の職員による相談ブースもあり、直接説明を受けることができます。
　当相談会・面談会はハローワークでの失業認定に係る求職活動に該当しますので、お気
軽にお越しいただき、就職活動にお役立てください。

　　【開催時期】令和２年５・９月、令和３年１・３月
　　【日　　時】第３火曜日　10：00～12：00
　　【会　　場】ハローワーク雲南（雲南市木次町里方514-2）

　　詳細は、雲南広域連合ホームページ等でお知らせいたします。

（令和２年３月３日に開催予定であった令和元年度の相談会は、新型コロナウイルスの拡
大予防のため急遽中止となりました。）

「福祉・保育のお仕事相談会＆面談会」
� （雲南会場）の開催について

～令和２年度から定期開催になります～

「福祉・保育のお仕事相談会＆面談会」
� （雲南会場）の開催について

お知らせ

　雲南広域連合では、介護保険料は年間保険料額を年６回に分け、偶数月（年金が支給さ
れる月）に納めていただきます。
　ただし、４月、６月、８月に納めていただく保険料は所得や住民税の課税状況が確定し
ていませんので、仮に決定した（仮徴収）保険料となります。金額については、４月に「介
護保険料仮徴収開始通知書」を65歳以上の方にお送りしますので、ご確認ください。

～令和２年度介護保険料の仮徴収額をお知らせします～～令和２年度介護保険料の仮徴収額をお知らせします～
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火災・救急・救助・ドクターヘリ統計

救助出動 69件
管外３件含む

（平成30年　70件　管外２件含む）

ドクターヘリ搬送 181件
鳥取ドクヘリ19件、広島ドクヘリ１件含む

（平成30年� 131件　鳥取ドクヘリ10件含む）

火災出動 26件 （平成30年　36件）

救急出場 2388件
管外４件含む

（平成30年　2410件　管外５件含む）

建物
3

その他
6

その他
6

9
件雲 

南 

市

飯 

南 

町

奥
出
雲
町

建物
7

その他
5 12

件

建物
1

その他
2 5

件

車両
1

林野
1

林野
1

急病
145
急病
145

転院搬送
65

転院搬送
65

一般負傷
43

一般負傷
43

交通　5 その他　1

労働災害　5

264
件

急病
310
急病
310

転院搬送
158

転院搬送
158

一般負傷
74

一般負傷
74

交通　22

労働災害　2
自損行為　6
水難　1
加害　1

運動　5

579
件急病

974
急病
974

転院搬送
177

転院搬送
177

一般負傷
261

一般負傷
261

交通　83交通　83

労働災害　13

自損行為　15運動競技　13

医師搬送　1

1541
件

その他　4

雲 

南 

市

飯 

南 

町

奥
出
雲
町

雲 

南 

市

飯 

南 

町

奥
出
雲
町

交通
39

火災　1火災　1

機械による
事故
1

機械による
事故
1

その他
8

その他
8

49
件 交通

6

その他
2

その他
2

機械による
事故
1

機械による
事故
1

ガス及び
酸欠事故

1

ガス及び
酸欠事故

1

10
件

交通
4

その他
2

その他
2

7
件

機械による
事故
1

機械による
事故
1

雲 

南 

市

飯 

南 

町

奥
出
雲
町

交通
16

転院搬送
5

転院搬送
5

急病
71
急病
71

一般負傷
9

一般負傷
9

労働災害　2労働災害　2

104
件

自損行為　1自損行為　1

交通
4

交通
4

転院搬送
16

転院搬送
16 急病

25
急病
25

一般負傷
5

一般負傷
5

水難　1水難　1

51
件 転院搬送

11
転院搬送

11

急病
9

急病
9

交通
2

交通
2

26
件

一般負傷
4

一般負傷
4

総出動件数　　　　　
　平成31年１月１日
～令和元年12月31日
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　　違反対象物の公表制度とは？
　・重大な消防法令違反のある建物について、その建物を利用する方が、自ら火災の危険性に関

する情報を入手し、安心して建物を利用することができる制度です。
　消防が立入検査の際に確認した重大な消防法令違反のある建物を、
雲南消防本部のホームページ及び雲南消防本部・消防署、奥出雲消防
署及び飯南消防署の窓口において公表します。
雲南消防本部では2020年４月１日から開始します。
（対象となる市町：雲南市、奥出雲町、飯南町）

　　公表の対象となる建物は？
　・飲食店、物品販売店、宿泊施設、病院及び社会福祉施設等不特定多数の方が出入りする建物

です。

　　公表の対象となる違反内容は？
　消防法令により設置が義務付けられている屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、自動火災
報知設備の消防用設備が設置されていない消防法令違反のある建物です。

総務省消防庁のホームページからは全国の違反対象物が確認できます。
https://www.fdma.go.jp/relocation/publication/

違反対象物の公表制度が始まります

消防本部ＱＲコード

飲食店 物品販売店 宿泊施設 病　院 社会福祉施設

屋内消火栓設備
消火器では消火不可能な段階の
初期消火を目的とする設備

スプリンクラー設備
火災発生時に大量の散水で消火
を図ることによる初期消火を目
的とする設備

自動火災報知設備
火災による煙や熱を感知器が早
期に自動的に感知して、警報ベ
ルなどで、建物内の人達に火災
を知らせる設備
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たき火火災防止月間たき火火災防止月間
　４月１日～４月30日　

　春先は空気が乾燥し、強い風の吹く日が多いことから、火災が起こりやすい季節です。
　そのため雲南消防本部では、４月１日から４月30日までの１ヶ月間を『たき火火災防止月間』
と定め、たき火や枯れ草焼きなどによる火災を防止する運動を展開しています。
　雲南消防本部管内では、昨年の火災26件中７件がたき火や枯れ草焼きによる火災です。

○たき火や枯れ草焼きをする時は、必ず次のことを守ってください。

ガソリンを携行缶で購入されるみなさまへ
令和２年２月１日施行

ガソリンの適正な使用を徹底するため、ガソリンを携行缶で購入される方に対して、
　消防法で　① 本人確認（運転免許証の提示など）
　　　　　　② 使用目的の確認　　　　　　を行うとともに、
販売記録を作成することが義務付けられています。

風の強い日の

たき火はやめましょう！

たき火をするときは

バケツに水を用意して

おきましょう！

たき火が終わったら

水をかけて

確実に消しましょう！

燃えやすい物の

そばでたき火を

しないように！



20202020イベント情報イベント情報イベント情報 時 時間

問 お問い合せ

入 入場料･参加料参

20202020イベント情報イベント情報イベント情報 時 時間

問 お問い合せ

入 入場料

古代鉄歌謡館

集合場所：斐乃上温泉斐乃上荘

「簸の川大蛇退治」など２演目を、雲南市内の神楽
団体が月替わりで公演します。

薄紫の可憐なカタ
クリの花を目指
し、船通山山頂ま
で一緒に登山を楽
しみませんか？

時

入

時

20時～
※毎週第2土曜日、12月から2月は19時開演
高校生以上500円、小中学生200円、未就学児無料

８時30分～

問

問

古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

奥出雲町商工観光課　☎0854-54-2504

4月11日（土）

4月29日（水・祝）

出雲神楽の夕べ

船通山カタクリ登山

雲南市大東町

奥出雲町

飯南町役場職員駐車場周辺
特産品を中心とし
たテント村、神楽
やよさこい演舞、
働く車展示などイ
ベント盛り沢山。

時 10時～
問（一社）飯南町観光協会　☎0854-76-9050

5月10日（日）
第47回飯南町ぼたんまつり

飯南町

雲南市掛合町入間地内

東三瓶フラワーバレーイベント会場

早乙女姿の女性たちがはやし子に合わせて一斉に
田植えを行います。

６ha にポピーが咲
き、地元特産品が当
たる抽選会などのス
テージイベントなど
盛り沢山。

時 12時30分～（予定）　はやし子行列

問入間交流センター　☎0854-62-0403

時 10時～
問ポピー祭実行委員会事務局　☎0854-76-2864

5月24日（日）

6月14日（日）

入間花田植え

東三瓶フラワーバレー
第29回ポピー祭

雲南市掛合町

飯南町

鯛ノ巣山登山口
新緑の美しい鯛
ノ巣山に登りま
す。六合目のこ
うもり岩や山頂
からの眺望が楽
しめます。
時９時30分～
問鯛ノ巣の自然を守る会事務局（阿井公民館）
☎0854-56-0001

5月4日（月・祝）
鯛ノ巣山山開き・新緑登山

奥出雲町

新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントが変更、中止になる場合があります。
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雲南広域連合 発行
この印刷物は大豆油にかわり
米ぬか油を使用したライス
インキで印刷しています。

　飯南町「赤名観光ぼたん園」は標高約500ｍの高原2haに約2万本もの牡丹が植えられています。露地栽培された牡丹
は、昼夜の寒暖差のために花の色も鮮やかで周囲の緑とコントラストがとても美しいと評判です。
　４月末～５月中旬に見頃を迎え、大輪で鮮やかな牡丹の花はとても華やかで時間を忘れて見入ってしまいます。

　　　　　　　　　　　　５月２日(土)～５月中旬期間 「第47回飯南町ぼたんまつり」を開催します。
　　　　　　　　　　　　メインイベントは５月10日(日)10:00～15:00（15ページに関連記事）

　『王冠』は島根県で作出された日本初の大輪の黄花牡丹でアメリカ品種「ハイヌーン」と「新扶桑(白)」の交配品種で
す。ロマンティックなレモンイエローで肉厚な花弁は、牡丹の王様の雰囲気を持ちます。


